HIT-highschool2023　エントリーシート　※締切 10月2日(月)　
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1 下の「発表における注意点」を確認し、把握できたら□にチェックを入れてください。
□把握しました発表における注意点
①当日使う機材は、WindowsパソコンでPowerPoint（標準4：3）を使います。
　その環境で表示できることを確認した上でデータをご提出願います。
②読みやすいフォントで25Point以上の文字を使ってください。
③資料中の写真等は、ある程度の解像度がないと明瞭に投影されません。
④プレゼンテーション（発表）の時間は7分間です。
⑤発表内容で主張したい知財等の権利がある場合には、発表前に侵害されないよう適切に対策しておいてください。
⑥発表当日の模様は写真撮影・録画し、チーム名等とともに冊子、Ｗｅｂサイト等で公開、並び
にメディアにて表示されることがあることを了解願います。








発　想　シ　ー　ト
発想した内容についてお書きください。別途イメージ図等があれば添付してください。
1.　アイディア発想のキッカケは？




2. 目標・目的はどこにありますか？（だれの為に何ができますか？またはどんな課題を解決できますか？）




3. どのような商品・サービスですか？　あるいは、どういうことを具現化しますか？




4. 新規性、実現性、継続性についてわかる範囲で具体的にお書きください。
（１）新規性（類似の商品やサービスがあればそれらとはどこが違うのか？特徴は？など）




（２）実現性（どのようにして実現するのか？）




（３）継続性（どのようにして継続的な成長を目指すのか？）




※発表用資料（PowerPointデータ）は、
  10月2日（月）までに事務局へメールでご提出願います。（厳守）事務局連絡先
HIThighschool2023事務局
（アイ・オー・データ機器内）
担当　乙村
email　telsys@telesa9.org
TEL　076-260-3373


※提出頂いたエントリーシートと資料をもとに一次審査を行います。
　審査（選考）を通過したチームは、発表会に向けて１~３回ほどの
ブラッシュアップを行います。

※ご不明な点はお気軽に事務局へお問合せください。

発表および資料作成における留意点

発表資料をもとに発表する際、以下の点に留意してください。 本年度の発表は、オンラインでの発表となります。
オンラインで7分以内のプレゼンテーションを行って頂き、その後、審査員との質疑応答（約3分）があります。

１．プレゼンテーションの主役は「あなた」です。
プロジェクターで投影（画面共有）している資料の説明にならないように注意してください。
発表中は、顔を出した状態で発表して頂きます。
審査員（カメラ）の方を見ながら、「想い」を伝えるように説明しましょう。
プロジェクターで投影されている資料（審査員の見ている資料）は、「想い」の補助資料だという程度に考えてプレゼンテーションを行ってください。

２．資料作成上の留意点
1 文字は大きなフォントで文字数は少なく。
文章よりも箇条書きの方が効果的です。　聞き手にとっては、文章よりも“短い箇条書き“の方が印象に残ります。
2 図や写真などのイメージを効果的に利用しましょう。
持ち時間は7分以内です。　審査員が直感的にイメージできる、あるいは印象に残るような工夫を。
3 ICTをどう利用するのか、という点を明確に。
・課題は何か？
・ICｔを利活用した解決するための手段（プレゼンテーションの主題）
・ザックリとした概算でも構いません。　初期費用、運用資金、収益といったお金の流れも意識しましょう
・どう普及していくのか、あるいは、どう発展させるのか、という先々のことも意識しましょう
※ICTをどう利用すればいいのかわからない場合は、遠慮無く事務局に相談してみてください。
4 プロジェクターで投影する資料の流れ
・表紙（発表タイトル、発表チーム名、学校名、発表する全員の名前を必ず記載）
・課題、解決策（アイデア,特長）、ビジネスモデル（お金の流れ）、市場性、具体的なアクションプラン、収支予測　を７~１０ページ程度にまとめます（発表時間は７分厳守）。

４．その他
・チームで発表する場合は、息が合うように練習を重ねてください。
・顔の表情も大切です。
　緊張するのが普通です。　しかし、発表を楽しもう、というくらいの気持ちで発表しましょう。




